
◇
令
和
４
年
度
守
山
区
小
・

中
学
校
Ｐ
Ｔ
Ａ
バ
レ
ー
ボ
ー
ル

大
会
（
七
月
三
十
日
、
守
山
ス

ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー
第
１
・
２
競

技
場
）
＝
中
日
新
聞
守
山
販
売

店
連
合
会
後
援

〈
一
次
予
選
〉
天
子
田
小
２

―
０
廿
軒
家
小
、
大
森
北
小
２

―
０
下
志
段
味
小
、
瀬
古
小
２

―
０
森
孝
西
小
、
守
山
東
中
２

―
０
小
幡
北
小
、
森
孝
東
小
２

―
０
大
森
小
、
吉
根
中
２
―
０

白
沢
小
、
守
山
中
２
―
０
志
段

味
東
小
、
大
森
中
２
―
０
守
山

西
中
、
吉
根
小
２
―
１
苗
代
小

〈
二
次
予
選
〉
小
幡
小
１

（
親
善
）
１
天
子
田
小
、
森
孝

中
２
―
０
上
志
段
味
小
、
瀬
古

小
２
―
０
守
山
東
中
、
吉
根
中

２
―
０
森
孝
東
小
、
吉
根
小
２

―
０
志
段
味
中

〈
三
次
予
選
〉
森
孝
中
２
―

１
小
幡
小
、
大
森
北
小
２
―
０

◇
令
和
４
年
度
守
山
区
ミ
ニ

テ
ニ
ス
大
会
（
八
月
二
十
七

日
、
志
段
味
ス
ポ
ー
ツ
ラ
ン
ド

競
技
場
）
＝
中
日
新
聞
守
山
販

売
店
連
合
会
後
援

▽
子
ど
も
の
部
①
永
田
悠
人

・
山
本
樹
希
②
永
田
七
海
・
川

上
の
あ
③
江
上
結
菜
・
岡
崎
瑠

奈
（
敬
称
略
）

※
一
般
の
部
は
順
位
を
付
け

な
い
交
歓
大
会
と
し
て
実
施

瀬
古
小
、
守
山
中
２
―
０
吉
根

中
、
大
森
中
２
―
０
吉
根
小

〈
準
決
勝
〉
森
孝
中
２
―
０

大
森
北
小
、
守
山
中
２
―
０
大

森
中〈

決
勝
〉
守
山
中
２
―
０
森

孝
中

中
日
新
聞
守
山
販
売
店
連
合
会

と
守
山
ホ
ー
ム
ニ
ュ
ー
ス
は
、
人

気
の
「
新
聞
ち
ぎ
り
絵
」
作
品
に

よ
る
コ
ン
テ
ス
ト
を
開
催
し
ま

す
。
あ
な
た
の
〝
力
作
〟
を
ぜ
ひ

ご
応
募
く
だ
さ
い
。
※
作
り
方
な

ど
は
下
の
広
告
を
参
照
の
こ
と

新
聞
ち
ぎ
り
絵
は
新
聞
の
カ
ラ

ー
紙
面
を
手
で
ち
ぎ
っ
て
貼
り
、

絵
を
描
く
も
の
。
手
先
の
運
動
や

新
し
い
趣
味
に
な
る
と
話
題
に
な

り
、
コ
ロ
ナ
禍
で
在
宅
時
間
が
増

え
た
こ
と
も
あ
っ
て
人
気
を
集
め

て
い
ま
す
。

コ
ン
テ
ス
ト
へ
の
応
募
は
、
十

月
一
日
か
ら
十
一
月
三
十
日
ま

で
。
は
が
き
を
台
紙
に
し
て
作
品

（
テ
ー
マ
は
自
由
）
を
制
作
。
宛

て
名
面
の
下
半
分
以
内
に
①
住
所

②
氏
名
③
年
齢
④
電
話
番
号
⑤
最

寄
り
の
中
日
新
聞
販
売
店
名
を
記

入
し
て
、
〒
４
６
３
―
０
０
６

５
、
守
山
区
廿
軒
家

の

、
守

山
ホ
ー
ム
ニ
ュ
ー
ス
「
新
聞
ち
ぎ

り
絵
」
係
へ
。
最
寄
り
の
中
日
新

聞
販
売
店
で
も
受
け
付
け
ま
す
。

応
募
締
め
切
り
の
当
日
消
印
有

効
、
作
品
は
返
却
い
た
し
ま
せ

ん
。
最
優
秀
（
一
点
、
商
品
券
一

万
円
分
）
を
は
じ
め
と
し
た
賞
を

贈
る
ほ
か
、
守
山
ホ
ー
ム
ニ
ュ
ー

ス
一
月
号
の
紙
面
で
作
品
を
紹
介

し
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
は
、
最
寄
り
の
中

日
新
聞
販
売
店
（
平
日
、
午
前
十

時
―
午
後
六
時
）
へ
。

発
足
三
十
五
周
年
を
迎
え
た

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
グ
ル
ー
プ
・
お

話
し
遊
び
「
ハ
ー
ト
の
会
」
は

こ
の
ほ
ど
、
愛
知
県
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
活
動
功
労
者
表
彰
で
受

賞
。
メ
ン
バ
ー
ら
は
続
け
て
き

た
こ
と
へ
の
評
価
に
喜
び
、
気

持
ち
を
新
た
に
し
て
い
る
。

同
会
は
一
九
八
七
年
、
名
東

図
書
館
＝
名
東
区
＝
の
お
は
な

し
会
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
募
集
を
き

っ
か
け
に
発
足
。
ハ
ー
ト
（
心
）

を
伝
え
た
い
―
の
思

い
を
会
の
名
前
に
し

て
、
九
〇
年
か
ら
は

守
山
図
書
館
で
も
活

動
を
始
め
た
。

現
在
の
メ
ン
バ
ー

は
三
十
―
八
十
代
の

女
性
十
三
人
で
、
読

み
聞
か
せ
や
パ
ネ
ル

シ
ア
タ
ー
を
月
に
十

回
ほ
ど
披
露
。
レ
パ

ー
ト
リ
ー
は
百
以
上

に
増
え
、
児
童
館
や

ト
ワ
イ
ラ
イ
ト
ス
ク

文
化
芸
術
を
発
信
し
よ
う
と

す
る
人
ら
で
つ
く
る
「
守
山
の

文
化
を
考
え
る
会
」
は
先
月
二

十
八
日
、
八
竜
緑
地
＝
大
森
八

龍
一
＝
に
つ
い
て
会
員
が
学
ぶ

勉
強
会
を
守
山
生
涯
学
習
セ
ン

タ
ー
＝
守
山
三
＝
で
開
い
た
。

同
会
は
再
来
年
の
二
〇
二
四

年
、
守
山
文
化
小
劇
場
＝
小
幡

南
一
＝
開
館
二
十
五
周
年
記
念

の
舞
台
作
品
を
上
演
予
定
。
希

少
な
動
植
物
を
育
む
〝
八
竜
の

森
〟
の
物
語
を
構
想
し
て
い

る
。
勉
強
会
は
舞
台
制
作
の
一

環
で
、
自
然
環
境
保
全
団
体

「
水
源
の
森
と
八
竜
湿
地
を
守

る
会
」
元
会
長
の
柴
田
美
子
さ

ん
を
講
師
に
招
い
た
。

柴
田
さ
ん
は
、
八
竜
緑
地
に

あ
る
八
竜
湿
地
の
歴
史
か
ら
紹

介
。
環
境
事
業
所
建
設
の
た
め

に
市
が
取
得
し
た
土
地
と
金
城

学
院
大
学
の
土
地
を
交
換
す
る

形
で
湿
地
が
守
ら
れ
た
こ
と

や
、
外
来
種
の
除
去
を
は
じ
め

自
身
が
一
九
九
五
年
か
ら

取
り
組
ん
だ
保
全
活
動
の

内
容
を
伝
え
た
。

ま
た
、
湿
地
に
つ
い
て

「
手
入
れ
を
し
な
い
と
森

に
返
っ
て
し
ま
う
」
「
維

持
す
る
に
は
、
そ
の
四
倍

の
面
積
の
緑
地
が
必
要
」

と
説
明
。
質
疑
応
答
も
行

わ
れ
、
「
長
く
活
動
を
続

け
ら
れ
た
の
は
な
ぜ
」
と

い
っ
た
会
員
の
声
が
聞
か

れ
た
。

「
守
山
の
文
化
を
考
え

る
会
」
は
、
守
山
文
化
小

劇
場
の
開
館
時
や
節
目
の
年
の

記
念
公
演
に
携
わ
っ
て
お
り
、

出
演
者
を
一
般
か
ら
募
る
な
ど

毎
回
ユ
ニ
ー
ク
な
舞
台
を
展

開
。
代
表
の
白
樺
八

さ
ん
は

「
今
後
も
勉
強
会
を
重
ね
て
学

び
、
自
然
と
の
共
存
を
試
み
よ

う
と
し
た
人
々
の
ド
ラ
マ
を
舞

台
の
上
に
花
開
か
せ
ら
れ
た

ら
」
と
話
し
て
い
た
。


月
に
コ
ン
サ
ー
ト
開
催

同
会
ら
に
よ
る
コ
ン
サ
ー
ト

「
蔵

く
ら

ク
ラ
シ
ッ
ク
」

が
十
一
月
十
三
日
（
日
）
、
東

春
酒
造
＝
瀬
古
東
三
ノ
一
六
〇

五
＝
酒
蔵
で
開
か
れ
る
。
開
演

が
午
前
十
一
時
半
と
午
後
二
時

半
の
二
回
公
演
。
各
回
と
も
三

十
分
前
開
場
、
五
十
人
限
定
。

区
内
の
さ
ま
ざ
ま
な
場
所
で

催
す
音
楽
イ
ベ
ン
ト
「
も
り
や

ま

あ
っ
ち
こ
っ
ち
Ｌ
Ｉ
Ｖ

Ｅ
」
の
第
六
弾
。
小
縣
歩
さ
ん

（
チ
ェ
ロ
）
と
、
現
代
音
楽
作

曲
家
で
も
あ
る
菅
原
拓
馬
さ
ん

（
ピ
ア
ノ
）
が
初
共
演
す
る
。

曲
目
は
ベ
ー
ト
ー
ベ
ン
「
チ

ェ
ロ
と
ピ
ア
ノ
の
た
め
の
ソ
ナ

タ
第
４
番
」
、
エ
リ
ッ
ク
・
サ

テ
ィ
「
自
動
記
述
法
」
（
朗
読

付
き
）
ほ
か
。
本
公
演
に
合
わ

せ
、
会
員
有
志
で
立
ち
上
げ
た

リ
コ
ー
ダ
ー
ユ
ニ
ッ
ト
「
も
り

コ
ー
ダ
ー
ア
ン
サ
ン
ブ
ル
」
も

登
場
し
、
花
を
添
え
る
。

チ
ケ
ッ
ト
は
一
般
二
千
円
、

中
学
生
以
下
千
円
。
九
月
十
六

日
（
金
）
午
前
九
時
か
ら
、
電
子

チ
ケ
ッ
ト
サ
ー
ビ
ス
「
ｔ
ｅ
ｋ

ｅ
ｔ
（
テ
ケ
ト
）
」（
左
の
Ｑ
Ｒ

コ
ー
ド
を
読
み
取

り
）
で
受
け
付
け
。

未
就
学
児
の
ひ
ざ

上
鑑
賞
は
無
料
。

　
　
　

◇　
　
　
　

◇

ま
た
同
コ
ン
サ
ー
ト
の
会
場

で
は
、
作
品
展
「
柴
田
祐
司
先

生
の
ア
ト
リ
エ
」
も
開
催
。
十

一
月
十
二
日
（
土
）
は
午
後
一

時
―
同
五
時
、
十
三
日
（
日
）

は
午
前
九
時
―
同
十
一
時
と
午

後
一
時
―
同
二
時
、
誰
で
も
無

料
で
鑑
賞
を
楽
し
め
る
。

守
山
区
内
の
中
学
校
で
美
術

教
諭
と
し
て
長
年
勤
め
、
多
く

の
生
徒
た
ち
に
影
響
を
与
え
た

柴
田
さ
ん
。
こ
と
し
二
月
、
九

十
九
歳
で
亡
く
な
る
ま
で
の
約

七
十
年
間
、
美
術
団
体
「
光
風

会
」
に
所
属
。
後
進
の
指
導
ほ

か
、
区
美
術
振
興
会
会
長
を
務

め
る
な
ど
地
域
の
芸
術
活
動
の

発
展
に
力
を
尽
く
し
た
。

本
展
で
は
、
柴
田
さ
ん
の
ア

ト
リ
エ
に
残
さ
れ
た
作
品
の
中

か
ら
、
油
彩
画
十
点
ほ
ど
を
展

示
。
な
お
、
作
品
展
示
は
コ
ン

サ
ー
ト
と
同
じ
酒
蔵
内
で
行
う

た
め
、
上
演
中
は
鑑
賞
不
可
。

「
来
場
の
際
は
ご
注
意
く
だ
さ

い
」
と
の
こ
と
。

コ
ン
サ
ー
ト
・
作
品
展
と
も

問
い
合
わ
せ
は
守
山
の
文
化
を

考
え
る
会
＝
携
帯
０
９
０
―
４

２
５
７
―
９
１
９
２
＝
ま
た
は

メ
ー
ル
＝moriyamabunka20@

gmail.com

＝
へ
。

自
転
車
と
歩
行
環
境
、
二
つ

の
シ
ミ
ュ
レ
ー
タ
ー
を
使
っ
た

交
通
安
全
教
室
が
先
月
二
十
六

日
に
廿
軒
家
会
館
＝
廿
軒
家
＝

で
開
か
れ
、
小
学
生
と
保
護
者

ら
約
三
十
人
が
参
加
し
た
。

廿
軒
家
学
区
が
、
県
の
「
出

張
講
座
」
を
活
用
す
る
こ
と
で

初
め
て
催
し
た
も
の
。
多
く
の

子
ど
も
が
集
ま
れ
る
よ
う
夏
休

み
に
合
わ
せ
て
企
画
し
、
回
覧

板
で
参
加
者
を
募
っ
た
。

講
師
は
県
職
員
が
務
め
、
こ

と
し
県
内
で
は
毎
日
（
一
日
平

均
）
十
六
人
が
自
転
車
で
事
故

に
遭
っ
て
い
る
な
ど
と
説
明
。

続
い
て
参
加
者
は
二
組
に
分
か

れ
、
安
全
な
自
転
車
の
乗
り
方

と
道
路
の
横
断
方
法
を
交
互
に

疑
似
体
験
し
て
学
ん
だ
。

自
転
車
シ
ミ
ュ
レ
ー
タ
ー
で

は
「
塾
へ
行
く
」
「
商
店
街
へ

行
く
」
と
い
っ
た
四
つ
の
コ
ー

ス
が
画
面
に
映
し
出
さ
れ
、
子

ど
も
た
ち
が
順
番
に
挑
戦
。
ペ

ダ
ル
や
ブ
レ
ー
キ
を
実
際
に
操

作
し
、
安
全
確
認
も
行
い
な

が
ら
目
的
地
に
向
け
て
走
行

し
た
。

画
面
に
は
一
時
停
止
や
徐

行
が
で
き
た
か
な
ど
の
判
定

も
表
示
さ
れ
、
体
験
を
終
え

た
子
は
ほ
っ
と
し
た
表
情
。

ま
た
、
結
果
の
発
表
に
拍
手

が
起
こ
っ
た
ほ
か
、
感
想
で

は
「
難
し
か
っ
た
け
ど
楽
し

か
っ
た
」
や
「
分
か
り
や
す

く
て
、
き
ち
ん
と
学
べ
た
」

の
声
が
聞
か
れ
た
。

守
山
区
内
で
は
こ
と
し
、
八

月
三
十
一
日
ま
で
に
建
物
火
災

が
二
十
二
件
発
生
。
前
年
同
期

比
で
十
件
も
増
加
し
て
お
り
、

守
山
消
防
署
は
多
発
す
る
火
災

へ
の
注
意
を
喚
起
し
て
い
る
。

八
月
三
十
一
日
時
点
で
建
物

火
災
二
十
二
件
は
、
過
去
五
年

間
（
同
時
期
）
平
均
の
十
三
件

と
比
べ
て
も
六
九
％
の
増
加
。

ま
た
、
二
十
二
件
の
う
ち
十
六

件
が
住
宅
火
災
で
、
犠
牲
者
三

人
は
二
〇
〇
六
（
平
成
十
八
）

年
以
来
。
原
因
別
で
は
「
こ
ん

ろ
」
が
五
件
と
最
も
多
く
、
続

い
て
「
コ
ン
セ
ン
ト
か
ら
の
出

火
」
と
な
っ
て
い
る
。

同
署
は
「
今
後
も
住
宅
火
災

を
防
ぐ
こ
と
を
優
先
事
項
と

し
、
地
域
や
各
学
区
消
防
団
と

協
力
し
な
が
ら
火
災
予
防
に
取

り
組
ん
で
い
き
ま
す
」
と
話
し

て
い
る
ほ
か
、
次
の
よ
う
な

防
火
対
策
を
呼
び
か
け
て
い

る
。▽

こ
ん
ろ
使
用
時
、
奥
の

も
の
を
取
ろ
う
と
し
た
場
合

な
ど
に
衣
類
へ
着
火
し
な
い

よ
う
注
意
。
ま
た
、
こ
ん
ろ

使
用
時
は
火
か
ら
目
を
離
さ

な
い
。

▽
コ
ン
セ
ン
ト
周
り
か
ら

の
出
火
を
防
ぐ
た
め
、
定
期

的
に
確
認
や
清
掃
。

▽
火
災
か
ら
の
逃
げ
遅
れ

を
防
ぐ
た
め
、
住
宅
用
火
災

警
報
器
を
設
置
・
点
検
。

「
志
段
味
納
涼
夏
ま
つ
り
花

火
大
会
」
（
志
段
味
商
工
振
興

会
・
守
山
商
工
会
主
催
、
中
日

新
聞
社
な
ど
後
援
）
が
先
月
二

十
日
、
志
段
味
西
球
場
＝
下
志

段
味
生
下
り
＝
で
開
催
さ
れ
、

雨
天
に
も
か
か
わ
ら
ず
多
く
の

家
族
連
れ
ら
が
来
場
し
た
。

コ
ロ
ナ
禍
の
中
、
地
域
の
明

る
い
話
題
に
な
れ
ば
と
催
し
た

も
の
で
三
年
ぶ
り
。
こ
と

し
は
花
火
大
会
の
み
、
ま

た
例
年
よ
り
十
分
間
ほ
ど

長
い
約
三
十
分
間
の
打
ち

上
げ
を
行
っ
た
。

傘
の
花
が
揺
れ
て
い
た

会
場
で
は
開
始
時
刻
に
合

わ
せ
る
よ
う
に
雨
が
や

み
、
来
場
者
も
加
わ
っ
た

カ
ウ
ン
ト
ダ
ウ
ン
で
花
火

大
会
が
ス
タ
ー
ト
。
創
作

花
火
や
ナ
イ
ア
ガ
ラ
な

ど
、
迫
力
あ
る
音
と
光
の

シ
ョ
ー
が
す
ぐ
目
の
前
で

繰
り
広
げ
ら
れ
た
。

浴
衣
姿
も
見
ら
れ
た
人
垣
か

ら
は
「
お
ー
」
「
わ
ぁ
ー
、
す

ご
い
」
と
い
っ
た
大
歓
声
。
志

段
味
商
工
振
興
会
の
長
縄
裕
一

会
長
は
、
多
く
の
来
場
者
を
見

つ
め
な
が
ら
「
地
域
が
盛
り
上

が
り
、
コ
ロ
ナ
禍
を
吹
っ
飛
ば

し
て
元
気
に
な
っ
て
ほ
し
い
」

と
話
し
て
い
た
。

製
造
プ
ラ
ン
ト
の
設
計
・
施

工
を
行
っ
て
い
る
「
Ｉ
Ｅ
Ｃ
」

（
本
社
・
名
東
区
）
は
先
月
四

日
、
下
志
段
味
学
区
防
災
安
心

ま
ち
づ
く
り
委
員
会
と
大
規
模

災
害
時
の
支
援
協
力
に
関
す
る

覚
書
を
締
結
し
た
。

締
結
に
つ
い
て
「
地
域
密
着

で
貢
献
し
て
い
き
た
い
と
考
え

て
い
た
」
と
同
社
の
青
木
秀
人

代
表
取
締
役
社
長
。
大
規
模
災

害
時
に
は
、
守
山
営
業
所
に
当

た
る
「
Ｉ
Ｅ
Ｃ

Ｌ
Ａ
Ｂ
Ｏ
Ｒ

Ａ

Ｔ

Ｏ

Ｒ

Ｙ
」
＝
下
志

段
味
小
段
・

東
禅
寺
＝
敷

地
を
人
や
車

両
の
一
時
的

な
避
難
場
所

と
し
て
提
供

す
る
ほ
か
、

オ
ペ
レ
ー
タ
ー
を
含
む
フ
ォ
ー

ク
リ
フ
ト
や
工
具
類
な
ど
資
機

材
を
貸
し
出
す
。

締
結
式
は
下
志
段
味
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
＝
下
志
段
味

長
戸
＝
で
行
わ
れ
、
関
係
者
ら

七
人
が
出
席
。
覚
書
の
内
容
確

認
や
署
名
押
印
の
後
、
森
田
聖

二
守
山
消
防
署
長
か
ら
青
木
社

長
へ
地
域
防
災
協
力
事
業
所
の

表
示
証
が
交
付
さ
れ
た
。

下
志
段
味
学
区
防
災
安
心
ま

ち
づ
く
り
委
員
会
の
加
藤
章
一

ー
ル
ほ
か
も
訪
れ
て
い
る
。

今
回
の
受
賞
は
長
年
に
わ
た

る
活
動
の
功
績
が
認
め
ら
れ
た

こ
と
か
ら
。
「
継
続
の
力
が
評

価
さ
れ
て
う
れ
し
い
」
「
（
子
ど

も
た
ち
と
の
）
世
代
を
超
え
た

交
流
を
続
け
て
い
き
た
い
」
と

メ
ン
バ
ー
ら
。
ま
た
、
会
長
の
窪

﨑
ち
は
る
さ
ん
は
「
子
ど
も
た

ち
の
目
の
輝
き
、
真
剣
さ
を
見

て
し
ま
う
と
や
め
ら
れ
な
い
」

と
目
を
細
め
て
い
た
。

　
　
　

◇　
　
　
　

◇

同
会
で
は
、
新
し
い
メ
ン
バ

ー
（
男
女
不
問
）
を
募
集
し
て

い
る
。
出
し
物
の
練
習
な
ど
会

合
は
毎
月
第
一
木
曜
の
午
前
十

時
―
正
午
、
守
山
図
書
館
＝
守

山
一
＝
集
会
室
。
問
い
合
わ
せ

は
窪
﨑
さ
ん
方
＝
☎
０
５
２

（
７
９
２
）
９
６
５
２
（
午
後

六
時
以
降
）
＝
ま
た
は
メ
ー
ル

＝chi_chi_1115@yahoo.co.
jp

＝
へ
。

委
員
長
は
「
（
災
害
が
な
く

て
）
利
用
し
な
い
こ
と
が
一
番

だ
が
、
本
当
に
心
強
く
て
あ
り

が
た
い
」
と
話
し
て
い
た
。
大

規
模
災
害
時
の
支
援
協
力
に
関

す
る
覚
書
を
締
結
し
た
事
業
所

の
数
は
同
日
、
下
志
段
味
学
区

で
は
九
、
区
内
全
体
で
は
百
十

八
と
な
っ
た
。

お
話
し
遊
び「
ハ
ー
ト
の
会
」

県
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
功
労
者
表
彰
で
受
賞

廿
軒
家
学
区
で
交
通
安
全
教
室

自
転
車
の
乗
り
方
と
道
路
の
横
断
方
法
を
疑
似
体
験

区
内
の
建
物
火
災
が
急
増

守
山
消
防
署
が
防
火
対
策
を
呼
び
か
け

雨
上
が
り
３
年
ぶ
り
の
〝
大
歓
声
〟

志
段
味
納
涼
夏
ま
つ
り
花
火
大
会

「
新
聞
ち
ぎ
り
絵
」コ
ン
テ
ス
ト
作
品
募
集

準優勝の森孝中学校

「子どもの部」上位入賞の皆さん

優勝の守山中学校

３位の大森北小学校 ３位の大森中学校

上演前のリハーサルをする会員ら（先
月20日、守山図書館）
円内は同会独自の「スターライトシア
ター」（ブラックシアター）で使用、蛍光
絵の具とブラックライトで光る絵人形

地域、みんなが一つの輪に―
の思いも込められた花火大会

疑似体験とアドバイスで安
全な自転車の乗り方を学習

八竜湿地をはじめ八竜緑地につい
て語る柴田さん（写真奥・右）

小縣歩さん菅原拓馬さん

地域の美術活動の発展に
尽力―柴田さんの作品

「
水
源
の
森
と
八
竜
湿
地
を
守
る
会
」

　
　
　

元
会
長
の
柴
田
さ
ん
に
話
を
聞
く

守
山
の
文
化
を
考
え
る
会

Ｉ
Ｅ
Ｃ
と
大
規
模
災
害
時
支
援
協
力
の
覚
書
締
結

下
志
段
味
学
区
防
災
安
心
ま
ち
づ
く
り
委
員
会

締結式の出席者らで
記念撮影（前列中央が
青木社長、同左が加藤
委員長）

62,500
〒463-0065　名古屋市守山区廿軒家12-18  ☎052（755）5011
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